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会
員
の
皆
様
、
ま
た
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
当
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、「
大
國
魂
神
社
氏
子
青
年
崇
敬
会　

会
報
誌
」

第
一
号
を
発
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
通
じ
て
情
報
発
信
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
冊
子
の
発
行

を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
方
に
大
國
魂
神
社
や
当
会
の
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
当
会
は
「
大
國
魂
神
社
へ
の
奉
仕
活
動
を
通
じ

て
、
神
社
、
神
道
を
理
解
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
」「
日
本
の
伝
統
文
化
を
次
世
代
へ
継
承
し
て

く
こ
と
」「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
大
國
魂
神
社
を

将
来
支
え
る
若
い
担
い
手
達
を
育
成
す
る
こ
と
」
等
を
目

的
と
し
て
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

武
蔵
国
府
が
お
か
れ
た
地
、
府
中
。
そ
の
中
心
地
に
御

鎮
座
し
、
千
九
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
武
蔵
総
社
大

國
魂
神
社
は
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、
先
人
た
ち
が
築
い
て

く
だ
さ
っ
た
有
形
無
形
の
価
値
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
時
代
の
流
れ
に
し
な
や
か
に
適
応
し
、
神
社
が
続

く
限
り
永
劫
に
支
え
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

私
た
ち
に
課
さ
れ
た
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。

　

当
会
会
員
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
当
会
の
活
動
に
興
味

を
持
た
れ
た
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
今
後
も

賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。
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大
國
魂
神
社
氏
子
青
年
崇
敬
会
は
、

大
國
魂
神
社
の
祭
祀
の
継
承
な
ら
び
に

青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
平
成

十
五
年
十
一
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
で
あ
る
理
由
は
、
こ
れ
か
ら
先
、

長
い
年
月
に
亘
っ
て
神
社
・
地
域
と
の

接
触
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

す
る
際
に
、
青
年
で
あ
れ
ば
軽
い
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
こ
と
な
く
、
自
由
な
発
想
か

ら
活
動
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
か
ら
、
青
年
の
組
織
と
し
て
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
府
中
市
全
体
、

ま
た
市
外
会
員
も
併
せ
て
四
百
二
十
余

名
の
会
員
が
所
属
し
、
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

　

当
会
の
主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

神
社
祭
典
へ
の
参
列
、
境
内
清
掃
奉
仕
、

大
祓
の
茅
の
輪
奉
納
、
鎮
守
の
森
相
撲

大
会
の
選
手
引
率
、
軍
艦
多
摩
顕
彰
会

奉
仕
、
境
内
で
の
甘
酒
・
か
き
氷
提
供
、

研
修
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
青
年
の
力
を
発
揮
し
、
会
を

発
展
さ
せ
、
神
社
・
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
参
り
ま
す
。

令
和
三
年
度
総
会（
書
面
決
議
）

　

令
和
三
年
度
の
当
会
総
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、

書
面
で
の
決
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、
令

和
三
年
度
事
業
計
画
、
予
算
が
審
議
さ

れ
、
異
議
が
無
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

神
宮
新
穀
献
米
奉
納

　

令
和
三
年
十
二
月
十
二
日
に
全
国
氏

子
青
年
協
議
会
主
催
の
神
宮
新
穀
献
米

奉
納
事
業
に
当
会
か
ら
も
新
穀
を
奉
納

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
は
伊
勢
の
神
宮
に
新
穀
を
直
接

奉
納
し
に
向
か
い
ま
す
が
、
本
年
は
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
郵
送
で

の
奉
納
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
、

神
宮
を
参
拝
し
、

大
神
様
の
御
加

護
を
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

甘
酒
奉
仕
及
び
新
年
正
式
参
拝

　

大
國
魂
神
社
氏
子
崇
敬
会
甘
酒
事
業

は
大
國
魂
神
社
氏
子
崇
敬
会
事
業
の
中

で
も
メ
イ
ン
の
奉
仕
事
業
で
す
。

　

令
和
三
年
度
甘
酒
事
業
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、例
年
元
旦（
一

月
一
日
、
二
日
、
三
日
）
に
境
内
随
神

門
横
に
テ
ン
ト
を
張
り
役
員
・
理
事
・

会
員
・
Ｏ
Ｂ
で
交
代
を
し
な
が
ら
朝
八

時
か
ら
十
七
時
程
ま
で
甘
酒
販
売
、
そ

の
横
で
は
東
京
都
酒
造
組
合
か
ら
神
社

に
寄
付
を
頂
い
た
お
酒
を
振
舞
い
酒
と

し
て
振
る
舞
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
震
災
、
災
害
な
ど
で
被
災
し
た

神
社
に
復
興
支
援
を
す
る
た
め
に
販
売

場
所
に
て
募
金
箱
を
設
置
し
、
募
金
活

動
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

例
年
、

三
日
の

十
八
時
半

に
は
役

員
・
理
事
・

会
員
・
Ｏ

Ｂ
に
て
新

年
正
式
参

拝
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

（
神
戸 
裕
太
・
屋
敷
分
）

茅
の
輪
奉
納

　

茅
の
輪
部
会
で
は
、
例
年
、
六
月
中
旬

に
茅
の
輪
を
制
作
し
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

茅
の
輪
と
は
、
千
茅
を
束
ね
て
輪
に

し
、竹
の
支
柱
で
立
た
せ
た
も
の
で
す
。

そ
の
中
を
、
八
の
字
を
描
く
よ
う
に
く

ぐ
る
茅
の
輪
く
ぐ
り
は
、 

年
始
め
か
ら

半
年
の
罪
穢
れ
を
祓
い
、
夏
以
降
の
半

年
を
新
た
な
気
持
ち
で
迎
え
る
た
め
の

神
事
で
す
。

　

制
作
に
使
用
す
る
千
茅
と
竹
は
、
活

動
当
初
、
採
取
場
所
を
探
す
の
も
苦
労

が
あ
っ
た
と
、
当
時
の
役
員
か
ら
聞
い

て
お
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
府
中
市

内
の
方
々
の
ご
協
力
も
賜
り
採
取
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
創
設
間
も
な
い
頃
か
ら
、
こ
の

茅
の
輪
制
作
は
続
い
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
他
の
事
業
が
中
止
せ
ざ
る
負
え
な
い

な
か
で
も
、
制
作
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
制
作
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
も

世
代
を
超
え
て
、そ
の
技
術
を
継
承
し
、

参
加
者
全
員
で
協
力
し
合
い
、
前
年
よ

り
立
派
な
茅
の
輪
を
作
れ
る
よ
う
、
制

作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

茅
の
輪
制
作
を
、
今
後
も
何
十
年
、

何
百
年
と
継
続
し
、
大
國
魂
神
社
を
訪

れ
る
方
々
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
活

動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

（
加
賀
谷 

竹
青
・
小
柳
町
）

結
成
に
つ
い
て

事 

業 

報 

告
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福
島
県
南
相
馬
市「
雲
雀
ヶ
原
祭
場
地
」

（
ひ
ば
り
が
は
ら
さ
い
じ
ょ
う
ち
）
に

て
観
覧
致
し
ま
し
た
。

　

空
中
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
神
旗
の
争

奪
戦
。
炎
天
下
の
も
と
、
甲
冑
を
身
に

付
け
て
駆
け
る
武
士
の
奮
闘
を
観
戦
し

ま
し
た
。

　

相
馬
野
馬
追
は
一
千
有
余
年
の
昔
、

相
馬
氏
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
る
平
将
門

が
野
馬
を
放
ち
、
敵
兵
に
見
立
て
て
軍

事
訓
練
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え

ら
れ
る
も
の
。

　

甲
冑
に
身
を
固
め
た
総
勢
約
四
百
騎

南
相
馬 

八
坂
神
社
参
拝
・

 

相
馬
野
馬
追
観
覧
　

　

令
和
三
年
度
研
修
部
会
の
活
動
と
し

て
、
南
相
馬
の
八
坂
神
社
参
拝
、
相
馬

野
馬
追
の
祭
典
を
観
覧
致
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
八
坂
神
社
は
、
東
日
本
大

震
災
の
際
に
津
波
で
大
変
な
被
害
の

あ
っ
た
南
相
馬
市
下
渋
佐
と
い
う
地
域

で
、
十
年
前
に
ご
縁
あ
り
、
当
会
で
鳥

居
と
お
社
を
寄
進
し
た
経
緯
の
あ
る
神

社
で
す
。
被
災
し
た
翌
年
、
当
時
の
当

会
役
員
、
会
員
の
力
で
復
興
し
、
本
年

十
年
の
時
を
経
て
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
津
波
に
よ
り
、
そ
の
多
く
が
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
に
佇
む
立
派
な

「
地
元
の
神
社
」
再
建
を
果
た
し
た
事

を
、
当
代
に
な
っ
て
も
感
慨
深
い
気
持

ち
で
し
た
。
当
時
の
状
況
な
ど
を
地
域

の
人
々
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
避

難
地
域
と
い
う
特
殊
な
環
境
下
で
は

「
社
と
の
共
存
」
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
併
せ
て
相
馬
野
馬
追
（
そ
う
ま

の
ま
お
い
）
を
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
る

の
騎
馬
武
者
が
腰
に
太
刀
、
背
に
旗
指

物
を
つ
け
て
疾
走
す
る
豪
華
絢
爛
で
勇

壮
な
時
代
絵
巻
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う

行
事
で
す
。

　

一
時
は
、
野
馬
追
が
で
き
な
く
な
る

時
代
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
相
馬
家

の
氏
神
で
あ
る
妙
見
を
祀
る
相
馬
三
社

（
相
馬
太
田
・
小
高
・
中
村
神
社
）
の

祭
礼
と
し
て
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

研
修
を
通
じ
て
、
今
後
も
日
本
各
地

に
伺
い
歴
史
や
風
習
を
学
び
、
日
頃
の

活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
な
計
画
を
し
て

い
き
ま
す
。

 

（
加
賀
谷 

竹
青
・
小
柳
町
）

研 

修 

旅 

行
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入
会
の
ご
案
内

す
も
も
祭
　
か
き
氷
販
売

　

二
〇
一
五
年
よ
り
す
も
も
祭
の
際
に

崇
敬
会
と
し
て
境
内
に
て
か
き
氷
販
売

を
し
て
い
ま
す
。

　

試
行
錯
誤
し
て
作
っ
た
す
も
も
味
の

シ
ロ
ッ
プ
に
す
も
も
を
乗
せ
た
か
き
氷

は
七
月
二
十
日
に
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

崇
敬
会
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
限
定
か
き

氷
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
か
き
氷
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
も
多
く
、
夕
方
に

は
完
売
し
て
し
ま
う
く
ら
い
人
気
が
で

て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
販
売
出
来
な
か
っ
た
期

間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
無
事
販

売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
日
の
忙
し
い
中
、
会
員
の
方
々
の

協
力
が
不
可
欠
な
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

感
謝
と
共
に
今
後
と
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
す
も
も
祭
か
き
氷
事
業
を
盛
り

上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
渡
邉 

高
志
・
新
成
区
）

忠
魂
碑
清
掃
奉
仕

　

忠
魂
碑
に
は
大
東
亜
戦
争
で
の
郷
土

出
征
戦
没
兵
士
の
忠
魂
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
九
月
二
十
四
日
に
府
中
市
戦
没

者
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

前
日
の
二
十
三
日
に
掃
き
掃
除
と
水
洗

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

忠
魂
碑
は
高
さ
六
、五
二
メ
ー
ト
ル

と
大
き
い
た
め
に
箒
や
ブ
ラ
シ
だ
け
で

は
な
く
高
所
作
業
車
、
高
圧
洗
浄
機
も

使
用
し
て
の
大
変
な
作
業
に
な
り
ま
す

が
、
今
後
も
慰
霊
の
思
い
を
込
め
て
会

員
の
皆
様
の
御
協
力
の
も
と
継
続
し
て

い
き
た
い
大
切
な
事
業
の
一
つ
で
す
。

 

（
遠
藤 

充
・
新
宿
山
谷
）

十
月　
　

総
会

　
　
　
　

軍
艦
多
摩
戦
歿
者

　
　
　
　

慰
霊
祭
参
列

十
一
月　

新
嘗
祭
参
列

十
二
月　

全
国
氏
子
青
年
協
議
会

　
　
　
　
　

神
宮
新
穀
献
米
奉
納
参
加

　
　
　
　

Ｐ
Ｒ
活
動
（
甘
酒
奉
仕
）

 

一
月
三
日
ま
で

一
月　
　

新
年
正
式
参
拝

二
月　
　

節
分
祭
参
列
・
警
護
奉
仕

　
　
　
　

祈
年
祭
参
列

四
月　
　

鎮
守
の
森

　
　
　
　

こ
ど
も
相
撲
大
会
参
加

五
月　
　

萬
燈
大
会
参
加

　
　
　
　

例
大
祭
参
列

六
月　
　

茅
の
輪
奉
納

　
　
　
　

大
祓
式
参
列

七
月　
　

Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　
　
（
す
も
も
祭
奉
仕
）

八
月　
　

八
朔
相
撲
祭
参
加
・
助
成

九
月　
　

忠
魂
碑
清
掃

　
　
　
　

府
中
市
戦
歿
者
慰
霊
祭
参
列

毎
月
一
日
・
一
五
日　
　

月
次
祭
参
列

奇
数
月
最
終
日
曜
日　
　

境
内
清
掃

随
時　
　

役
員
会
・
理
事
会

　

昔
よ
り
、
武
蔵
の
国
の
平
穏
と
繁
栄

を
つ
か
さ
ど
る
、
大
國
魂
大
神
を
お
ま

つ
り
す
る
大
國
魂
神
社
を
中
心
と
し
て
、

青
年
の
力
を
結
集
し
、
神
社
の
伝
統
あ

る
行
事
を
守
り
後
世
に
伝
え
る
活
動
、

地
域
の
発
展
・
福
祉
の
活
動
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
は
か
る
活
動
な
ど
社
会
に

貢
献
す
る
た
め
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
青
年
の
方
に
、
伝
統
文
化
の
継

承
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
呼
び
か
け
を

し
て
い
ま
す
。

・
年
会
費

　

一
般
会
員
（
一
名
）　

二
、〇
〇
〇
円

　

夫
婦
会
員
（
二
名
）　

三
、〇
〇
〇
円

・
年
齢　
　
　

十
八
歳
以
上

※ 

入
会
を
ご
希
望
の
方
は
社
務
所
ま
で

お
越
し
い
た
だ
く
か
電
話
に
て
ご
連

絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

電
話
：
〇
四
二
―
三
六
二
―
二
一
三
〇

 

（
大
國
魂
神
社
社
務
所
）

令
和
四
年
度
活
動
予
定
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